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センター長ご挨拶

〔2008年4月より、国際日本学研究センター長、ならびに国際日本学研究所長が交代しました。新任のセンター長と研究所長
からの挨拶を以下に掲載いたします。〕

国際日本学研究センターは、本学のプログラム「日本発
信の国際日本学の構築」が文部科学省21世紀COE事業に採
択されたことを機縁として2002年度に設立されました。本
研究センターは、このプログラムの実質的な推進母体であ
る、国際日本学研究所、野上記念能楽研究所、沖縄文化研
究所、大学院国際日本学インスティテュートという四つの
研究・教育機関の連携をはかりながら、21世紀COE事業全
体を統括してきました。

21世紀COEプログラムは2006年度をもって終了しました
が、2007年11月に公表された事後評価においては、明確な
方法論的な意識のもとでの、「国際日本学」という「新しい
学問領域の創成に向けた取り組み」には強い期待が寄せら
れていますし、「世界のなかの能楽」、「国際沖縄学」、そし
て「対日本観、対中国観の変遷」などの研究成果について
も高い評価が与えられています。野上記念能楽研究所、沖
縄文化研究所も、「国際日本学」という新しい枠組みのなか
でこそ、これまでの研究実績を基礎としつつ、新しい局面
を切り拓くことができたと思われます。また、日本とヨー
ロッパ、日本と中国の研究者による日本文化についての共
同研究は、国際的かつ学際的な共同研究のひとつのモデル
を提示しつつあるものと言ってよいと思われますが、そう

したなかで、海外の研究者、海外の大学・研究機関とのネ
ットワーク、外国の大使館の文化担当者とのネットワーク
もきわめて有効に機能しています。

非西洋国でいち早く近代化を果たし驚異的な経済的成功
をおさめた日本というのとは違った観点からですが、今日
海外から日本文化に熱い眼差しが向けられ、海外における
大学生の日本語学習熱もいつにない高まりを見せています。
また、グローバル化の時代だからこそ、国際社会で活躍す
るにあたっては、足もとの日本文化についての深い知識と、
それを外国人に的確に発信する人材の育成が求められてい
ます。「国際日本学」という構想は、そのような時代の動向
と要請を先取りするものであったと言うことができます。

「国際日本学」の構築に向けての取り組みを継続しつつ、
開かれた日本文化研究を担う内外の次世代研究者を育成し
ていくことが、今後も求められていますが、国際日本学研
究センターは、新しい学問領域の創成に向けた共同プロジ
ェクトを推進するセンターとして、また、国際的な研究・
教育拠点として、さらに、国際的なネットワークのセンタ
ーとして、これまで以上に重要な役割を担っていくことに
なります。皆様の熱いご支援を切にお願い申し上げます。

センター長ご挨拶

星野　勉
法政大学国際日本学研究センター　センター長
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所長ご挨拶

本研究所は、文部科学省21世紀COEプログラムに本学の
「日本発信の国際日本学の構築」が採択された2002年に設立
されました。以来、本学既設の 2研究所―野上記念能楽研究
所、沖縄文化研究所―と連携し，国際日本学研究センター
の統括の下、21世紀COEプログラム事業を精力的に推進し
てきました。同プログラムが終了した2007年からは、文部
科学省私立大学学術研究高度化推進事業（学術フロンティ
ア部門）プログラムに「異文化研究としての日本学」が採
択されたのを受け、やはり 2研究所と結んで、国際日本学の
引き続きの構築に取り組んでいます。

「日本学」そのものは外国産です。ある言語圏で、日本の
何らかの文化現象を対象に行われている学問研究が、その
言語圏で、まとめて「日本学」の名で呼ばれています。そ
こには文学、哲学、社会学、政治学、人類学といった人間
諸科学の多様な観点が、共存しているのが普通です。「日本
学」はもともと、それぞれの地域で、学際的に開かれた存
在なのです。そこで、このような各所での「日本学」を結
びつけ、それらにさらに国際的性格を付与することで、「日
本学」総体に新たなダイナミックな展開をもたらすことを
目指して、法政大学の提唱の下に立ち上げられたのが「国
際日本学」です。

「国際日本学」はこうして、日本文化をフィールドとする、

学際的であると同時に国際的な、きわめて意欲的な学問研
究の試みと言えます。これによって、日本における日本研
究の諸成果が、より多量により直接的に、外に発信されて
いきます。それは各所で「日本学」を活性化させるととも
に、日本文化への新たな関心を喚起していきます。

「国際日本学」はまたとくにこの日本において重要な存在
です。日本には、日本についての文学研究、歴史研究など
はあっても、「日本学」はありませんでした。そしてまた、
日本における日本研究は、国文学、国史学といった仕方で
とかく内に篭る傾向にありました。「国際日本学」は、その
ような日本における日本研究を、学際的かつ国際的に開い
ていきます。このように二重に開くことで、「国際日本学」
は、グローバリゼーションが進行する現世界下における、
日本文化の特殊性と普遍性の見直しおよび再発見に、われ
われを導いていきます。

現在、本研究所では、国際シンポジウム、研究集会など
を通じて、内外の研究者とともに、以上の「国際日本学」
の研究活動を展開しています。その研究成果は、機関誌
『国際日本学』を始めとする各種の出版物を通じて公開され
ています。また、研究活動のインフラと言うべき、内外の
研究機関・研究者との交流・連携のネットワークの形成に
も力を注いでいます。

所長ご挨拶

安孫子　信
法政大学国際日本学研究所　所長
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国際シンポジウム報告

本国際シンポジウムは、オーストリア大使館、ドイツ連
邦共和国大使館の後援を得て、ハインリッヒ・フォン・シ
ーボルト（Heinrich von Siebold, 1852-1908、通称：小シー
ボルト）の没後100年を記念して開催された。その企画には
「私立大学学術研究高度化推進事業（学術フロンティア部
門）」の事業推進担当者の一人であるヨーゼフ・クライナー
本学特任教授が当たられた。
江戸後期にオランダ商館付医師として来日したフィリッ

プ・フランツ・フォン・シーボルト（Philipp Franz Balthasar
von Siebold, 1796-1886）は、長崎郊外に開設した鳴滝塾で
多くの優れた蘭学者を育成したばかりか、帰国後、大著
『日本』、『日本動物誌』、『日本植物誌』を著し、日本をヨー
ロッパに紹介したドイツ人として著名である。この大シー
ボルトの次男、ハインリッヒ・フォン・シーボルトは、
1869年に16歳で来日し、その後約30年間、東京のオースト
リア＝ハンガリー帝国公使館に通訳官や書記官として勤務
しながら、父シーボルトの日本研究を継承、発展するべく、
一方で、大森貝塚の発掘や北海道沙流地方のアイヌ調査等
を基礎とする考古学的・民族学的研究を、他方で、近世日
本の文化・生活様式を理解するための蒐集活動を展開した。
本シンポジウムの目的は二つある。一つは、小シーボル

トによる考古学的・民族学的研究業績を再点検することで
あり、さらに、民族学的な日本研究のドイツ語圏を中心と
するヨーロッパでのその後の展開を追うことである。もう
一つは、現在ウィーン国立民族学博物館・工芸美術館に所
蔵されている、小シーボルトの膨大な日本関係コレクショ
ンの意義を考察すると同時に、このようなコレクションの
日本研究にとっての意味を問うことである。このことは、
また、文献研究を中心とする日本学、社会科学的な地域研
究としての日本研究に代わる、新しいタイプの日本研究の
あり方を提起することでもある。

初日、第一部「小シーボルトの生涯と業績」では、父の
シーボルトに比べて知名度の低い小シーボルトの「生涯と
業績」（ヨーゼフ・クライナー本学特任教授）、シーボルト
家の末裔ブランデンシュタイン家に残された資料を手掛か
りとする「小シーボルトの日本における活動」（宮坂正英長
崎純心大学教授）、さらに、小シーボルトが「日本考古学の
黎明期」（小倉淳一本学文学部専任講師）において果たした
役割とその今日的評価が報告された。
第二部「日本の民族学的研究－小シーボルト以後－」で

は、小シーボルトによる日本民族・文化の「多元的（＝複
合的）」起源論の評価と「小シーボルト以後の日本民族学・
文化人類学の展開」（クライナー本学特任教授）、1930年代
のウィーン大学において、文化史的民族学や柳田国男、折
口信夫の民俗学の影響下に、岡正雄、A・スラヴィクによっ

て民族学的日本研究の基礎が据えられた経緯（住谷一彦立
教大学名誉教授「ウィーンにおける日本の民族学的研究－
岡正雄とA.スラヴィク－」）、さらに、ウィーン大学に始まる
民族学的日本研究が今日ではドイツ語圏の日本研究の中枢
を担っていること（ハンス・ディター・エルシュレーガ
ー・ボン大学準教授「ドイツ語圏における日本の文化と社
会についての民族学的研究」）が報告された。また、民族学
と文化人類学における新しい展開にルロア＝グーランの日
本文化体験が関与していること（ジョセフ・キブルツ・フ
ランス国立科学研究センター教授「ルロア＝グーランと日
本文化」）、ビジュアルな資料分析を可能にする画像のデジ
タル化によって日本研究にも「ビジュアル・ターン」と呼
ぶべき新しい展開が始まっていること（セップ・リンハル
ト・ウィーン大学教授「西洋の日本研究におけるビジュア
ル・ターン」）が報告された。
二日目、第三部「日本研究と日本コレクション」では、

オーストリア工芸美術館所蔵の小シーボルト・コレクショ
ンの位置づけの歴史的変遷を辿りながら、コレクションの
意義を問う「小シーボルトの工芸美術コレクション」（ヨハ
ネス・ヴィーニンガー・オーストリア工芸美術館東洋部
長）、「米国ピーボディー・エセックス博物館所蔵のモー
ス・コレクションから見るペリー以前・以後の日米異文化
交流」（小林淳一東京都美術館副館長）、アイヌ関係コレク
ションの民族学的な意義を問う「ヨーロッパにおけるアイ
ヌ関係コレクション－その民族学的意義と西洋のアイヌ観
への影響」（エルシュレガー・ボン大学準教授）、「江戸モノ
づくり」研究における「コレクションの役割」（鈴木一義国
立博物館研究主幹）、江戸後期に蓄積されたいくつかのコレ
クションの特徴と日本の科学・技術史におけるその位置づ
けを検討する「江戸期の日本におけるコレクションについ
て」（ヴォルフガング・ミヒェル九州大学大学院教授）、「子
爵澁澤敬三のアチック・ミューゼアム」（近藤雅樹国立民族
学博物館教授）、ベルリン国立民族学博物館所蔵の琉球王朝
時代の染色コレクションの調査研究を通じて失われた技術
の復元に成功した経緯からコレクションの意義を説く「ベ
ルリン国立民族学博物館所蔵の琉球王朝時代の染色コレク
ションの意義」（祝嶺恭子沖縄県立芸術大学名誉教授）、ヨ
ーロッパに渡った能・狂言面の研究・調査報告からなる
「在欧能・狂言面の研究」（西野春雄本学能楽研究所所長）
の合計8本の研究発表がなされた。

以上のように、本シンポジウムは、一方で、小シーボル
トの学問的業績の再評価を迫ると同時に、彼の投げ掛けた
問題を真摯に受け止めることを私たちに提起するものであ
った。他方で、文化交流における美術工芸品などのモノの
果たす役割に目を向けさせ、日本文化研究にとってのコレ

●日　時：2008年3月1日（土）、2日（日）
●場　所：法政大学市ケ谷キャンパス　ボアソナード・タワー　26F スカイホール

「小シーボルトの業績
―日本の民族学的研究と日本研究におけるコレクションの役割―」

ヨーゼフ・クライナー　他
（法政大学特任教授）
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クションの果たす意義や役割を改めて問い、今後の日本研
究や国際日本学のあり方を考えさせるものであった。
また、現在ベルリン国立民族学博物館に所蔵されている、

1884年（明治17年）ドイツ政府によって購入された琉球王
朝文化コレクションにある琉球衣装を復元した作品2点（絹
浅地花織袷衣装、絹紺地手縞袷衣装）を、祝嶺恭子沖縄県
立芸術大学名誉教授のご好意で会場の一角に展示すること
ができたが、ベルリン国立民族学博物館所蔵の琉球王朝時
代の染色コレクションの調査研究を通じて、消滅していた
技術と琉球衣装の復元に成功したというお話は実に感銘深
いものであった。かつての日本の文化や生活様式をうかが
わせるモノ（＝工芸美術品）が、日本ではなく海外の博物
館にコレクションとして保存されているというのは、それ
はそれで有り難いことではあるが、なんとも奇妙なことで
ある。

なお、初日はドイツ連邦共和国、二日目はオーストリア
という小シーボルトになじみのある両国から駐日大使をお
迎えしてのシンポジウムであったが、両日とも100名を超え
る参加者があり、目から鱗が落ちる体験をしたのは私ひと
りではなかったはずである。

［記事執筆：星野　勉
（法政大学国際日本学研究所　前所長）］

シンポジウム会場

ヨーゼフ・クライナー氏

展示の様子②

ユッタ・シュテファン＝バストル駐日オーストリア大使

展示の様子①

ハンス＝ヨアヒム・デア駐日ドイツ連邦共和国大使（中央手前）
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当日プログラム
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International Symposium
The Achievements of Siebold the Younger:
Studies of Japanese Ethnology and the Role
of His Collection in Japanese Studies
March 1-2, 2008; Ichigaya Campus, Hosei University

Philipp Franz Balthasar von Siebold (1796-1886) arrived in
Japan in the late Edo period to work as a medical doctor at the
Dutch trading house at Nagasaki. He not only educated many
excellent Japanese students of Western learning at the Dutch
School, Narutaki-Juku, but was also an eminent scholar himself,
who authored several books on Japan, including Nippon, Fauna
Japonica and Flora Japonica.
His second son, Heinrich von Siebold (Siebold the Younger,
1852-1908) came to Japan in 1869, when he was sixteen years
old. For nearly thirty years, he continued and developed his
father,s work on Japanese studies whilst working as a translator
and officer of the Embassy of the Austro-Hungarian Empire in
Japan. In particular, he contributed to archeological and ethno-

logical studies, such as the excavation of the O
_
mori shell

mounds and research on Ainu people in the Saru region of
Hokkaido. At the same time, he was a collector of Japanese arts
and crafts.
This symposium had two objectives. One was to revisit the
achievements of Heinrich von Siebold, who is studied less than
his father Philipp, and the subsequent development of Japanese
Studies in Europe, especially in the German-speaking areas.
Topics discussed included his activities in Japan, his studies on
ethnological diversity, and his influence on academics in the
fields of Japanese ethnology and anthropology both in Japan
and in Europe. The other aim was to consider the significance
of Henrich,s Japanese collection, which is now held at the
Museum für Völkerkunde and Museum für Angewandte Kunst,
both of Vienna.
The symposium, which welcomed the Ambassadors of
Germany and Austria and over one hundred participants,
revealed the significance of Heinrich,s work and the importance
of objects such as arts and crafts in international cultural
exchange.
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　今号では初めての試みとして，以下を含め主なイヴェントの報告を，英語・中国語・韓国語の 3外国語でもお届けし
ています。これは，3外国語それぞれを母国語とする国際日本学関係者 3人の方々に，日本語での報告を読み間接的に，
それを訳すなりまとめるなりして比較的自由に，作成していただきました。今回の試みについて，ご感想・ご意見をお
寄せ下さい。 
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研究報告会

第3サブプロジェクト『日本の中の異文化』の本年（平成
19年）度、第 2回目の研究会は去る 2月20日（水）、21日
（木）と22日（金）の三日間にわたって鹿児島県奄美市と同
大島郡喜界町で行われた。法政大学側からは、吉成直樹、
間宮厚司、小口雅史、クライナー・ヨーゼフの4名、青森か
らは、青森市教育委員会の木村淳一と八戸市教育委員会の
宇部則保両氏、鹿児島大学埋蔵文化財研究室准教授新里貴
之氏、そして地元からは奄美博物館の闍梨修と久伸博の学
芸員2人及び喜界島文化財保護委員会の外内淳氏、計10人の
研究者が参加した。
第1回目の去る9月13日、東京で開催した研究会で打ち出

された問題提起を受けて、今回の研究会では主に9世紀から
12世紀（平安末期から鎌倉はじめ）におよぶ2，3世紀の間
大きく変動した大和国家の南の境界地域に光をあて、特に
最近の発掘結果について討論、またそれと合わせて青森か
ら参加して頂いた研究者から「北の境」、辺境地域の事情に
ついての説明を受けながら議論を深めた。それによって南
北両地帯の歴史的な違い又は類似性が少しずつはっきりと
させることができた。
第 1日目は奄美市奄美博物館を場所に借りて、4つの報告

並びに2つのコメント（久と外内両氏）を受けた。新里氏は
先ず南西諸島（ここは大隈諸島、トカラ列島、奄美と沖縄
諸島を含む）の土器編年や墓制の変化にもとづいて、貝塚
時代のこの地域の物流ネットワークについて説明し、それ

に引き続いて闍梨氏が「古代・中世の奄美諸島」との題の
下で、自らの発掘である奄美市名瀬の小湊フワガネク遺跡
群や最近注目されている大がかりな発掘が行われている城
久（グスク）遺跡群（喜界島）について報告を行った。こ
の場合は中国（越州窯系青磁）、朝鮮半島、日本内地（本州）
との交易と並んで、徳之島産のカムイヤキ土器やヤコウ貝
の交易も問題視された。
この二つの報告に対して、その場で「北」の事情に詳し

い青森地方の専門家から青森市の新田（ニッタ）遺跡と八
戸市のそれぞれの発掘成果を発表してもらったことは非常
に効果的で、普段あまり交流の機会を持っていない、離れ
た地域で研究を続けている専門家が互いの発掘現場を視察
する機会が得られたことこそはこのプロジェクトの長所で
あると言わざるを得ない。
第 2日目は外内淳氏の案内で喜界島で先ず城久（グスク）

遺跡を視察、発掘担当者澄田直敏から詳しい説明を受けた
上で、島の他の史跡も見学できた。
第3日目は再び奄美市名瀬周辺を廻り、闍梨修氏の案内で

発表でもふれた小湊フワガネク遺跡をはじめ、中世の城郭
遺跡群（特に平家渡来の伝説との関係がある浦上地区の平
実盛城）を見学することができた。

［記事執筆：ヨーゼフ・クライナー（法政大学特任教授）］

●日　時：2008年2月20日（水）～22日（金）
●場　所：鹿児島県奄美市/鹿児島県大島郡喜界町

第2回合同研究会

喜界島の城久遺跡の発掘現場ヨーゼフ・クライナー氏の講演会風景（奄美博物館）

学術フロンティア・サブプロジェクト③　日本の中の異文化
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Second Research Meeting of the Third Research
Sub-Project:
“Cultural Diversity in Japan”

February 20-22, 2008; Amami-shi and Kikai-cho
_
, O

_
shima-

gun (Kagoshima Prefecture)

As agreed at the first meeting in Tokyo on September 13,
2007, this meeting focused on the southern frontier of the
Yamato state, which developed dramatically between the ninth
and twelfth centuries, and discussed the latest results of related
excavation findings. Also, discussions were further developed
with the participation of researchers from Aomori presenting on
conditions at the northern frontier at the time. This proved to be
a good opportunity for researchers of the northern and south-
ern frontiers of the Yamato state to exchange the results of their
research.
On Day One, the meeting was held at the Amami Museum in
Amami-shi. NIIZATO Takayuki (University of Kagoshima) pre-

sented on the commodity distribution network during the
Kaizuka (shell mound) Age, basing his study on changes in pot-
tery styles and the cemetery system of the Seinan islands.
TAKANASHI Osamu (Amami Museum) reported on the Amami
islands during the ancient and middle ages, basing his presenta-
tion on archeological findings from his own excavation at
Kominato Fuwaganeku in Naze (Amami-shi), and from the
extensive site at Gusuku (Kikai-cho-). To develop the compara-
tive perspective, participants from Aomori presented on findings
from excavations at Nitta (Aomori-shi), and Hachinohe-shi. 
Day Two was spent visiting archeological sites at Gusuku and
other sites of historical interest on Kikai Island, with commen-
tary by TONOCHI Sunao, a member of the Cultural Properties
Protection Committee of Kikai Island, and SUMITA Naotoshi,
responsible for the excavation.
On the final day, the group visited Naze (Amami-shi) to
observe the archeological sites at Kominato Fuwaganeku and a
group of medieval castles including that in the Urakami area
associated by legend with Taira no Sanemori.
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東アジア文化研究会報告

「真の日本社会の特殊性とは何か」
2007年に東アジアにおける日本研究チームが中国の主要

大学、研究機関の一部を対象に「日本文化への問いかけ」
と題する事例調査をした。予想したとおり、日本研究者に
とって刺激的な回答が多かった。日本社会の特殊性に注目
した提言も少なくなかった。
ところで、日本人研究者はどのように自国の社会と文化

の特殊性を考えているだろうか。日本文化の特殊性の研究
者はまだ少ないのが実情であろう。琉球大学教授伊藤亞人
氏は数少ない研究者の貴重なひとりである。近著『文化人
類学で読む　日本の民俗社会』（有斐閣・2008年1月）は多
大な啓発を受ける力作と思う。伊藤氏に2008年度における
第一回研究会で「日本社会の特殊性と周縁性を考える」と
いうテーマで報告していただいた。以下はその要約である。

近代化の先例になった日本は非西洋世界における近代化
（産業・経済発展）のモデルではあるものの、日本社会の特
殊性によってつくられた要因を、あらためて考えてみる必
要があるという。
日本は地理的に東アジア文明圏に属する。東アジア文明

には大伝統として論理体系的な人間論や世界観が認識され
るにかかわらず、日本の受容は断片的にすぎない。仏教に
しても土着化と習合化、儒教(朱子学)にしても武家社会中心
にとどまり、民衆へは明治以降になって断片化されて普及
したに過ぎない。日本の小伝統として位置づけ可能な感性
的な自然観が基礎になっている。武士道、歌学、国学、民
芸運動など、「もののあわれ」といった感性による追求であ
り、東アジアの大伝統からは遊離したところにある。

こうなった重要な理由として、島社会の閉鎖性があげら
れている。アジアにおいて日本は周縁の位置にあるけれど
も、自覚が乏しかったため、閉じこもった文化蓄積に気付
くことがなかったという。幕末・明治以来のエリートの体
質も周縁性の無自覚に起因し、理論を追求する弱さから正
統性の根拠を西洋的価値観に求めた。一方で、日本の小伝
統の自覚・認識の高揚から、和魂洋才という形でディレン
マが生まれた。
伊藤氏は「技術・制度面の達成によって近代化の成功例

という評価が下される中で、周縁的民俗文化の未開な様相
（論理体系性の欠如）は見過ごされ、課題は先送りされ、デ
ィレンマも自覚されることなく、文明・世界システムの中
で排除されることなく存続しえたことこそが日本の特殊性
といえる」という視点から、「日本社会・日本文化の特殊性
とは、その近代経験過程において占めてきた位置と経験に
起因するものである」と展開された。
最後に伊藤氏は周縁的様相に対する肯定的な評価をあげ

ながら、こう指摘している。「日本社会における周縁性をめ
ぐる経験は、日本に限定されたものではなく、社会のシス
テム化にともなう周縁性に関わる普遍的なディレンマとな
っている」「日本社会におけるこうした特質をよく自覚する
ことが、日本人がその伝統を生かしつつグローバルな社会
における日本的な貢献に道を開く」と、このように結論付
けられた。
目から鱗のような峻烈な報告という印象である。

［記事執筆：王　敏（法政大学国際日本学研究所教授）］

●日　時：2008年4月28日（月）18：30～20：30
●場　所：法政大学市ケ谷キャンパス　58年館　2階　国際日本学研究所セミナー室

2008年度第1回東アジア文化研究会

「日本社会・日本文化の周縁性と特異性」
伊藤　亞人

（琉球大学大学院人文社会科学研究科教授）

伊藤　亞人氏

学術フロンティア・サブプロジェクト②　異文化としての日本
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East Asian Cultural Studies: 2008 Lecture Series,
Number One
“The Unique and Peripheral Nature of

Japanese Society and Culture”
April 28, 2008; Ichigaya Campus, Hosei University

Professor ITO
_

Abito, University of the Ryukyus

“What is the Uniqueness of Japanese Society?”
The first lecture in the 2008 Lecture Series on East Asian
Cultural Studies was given by Professor ITO_ Abito, author of the
recent book Bunka jinrui-gaku de yomu Nihon no minzoku
shakai (Japanese folk society: A perspective from cultural
anthropology). The theme of the lecture, based on his book,
was“Understanding the unique and peripheral nature of
Japanese society.”
The idea put forward was that, despite Japan being geographi-
cally situated in the East Asian Civilization block, it only shares
fragments of the regional tradition of a logical and systematic
approach to understanding Man and the world. For example, in
Japan Buddhism has been indigenized and syncretized with

Shintoism, and for a long time the influence of Confucianism
was limited to samurai society and only partially expanded to
the masses after the Meiji era. Instead, Japanese understanding
of Man and the world has been about sensibility to nature. In
bushido

_
( Japanese chivalry), kagaku (poetry), kokugaku

(nativism) and folk culture, the main objective has been the pur-
suit of mono no aware (aesthetic sense or sensibility). 
The reclusive character of the island country was identified as
the reason for this. It lacked self-awareness of being at the
periphery of Asia and was not conscious of the closed nature of
its cultural achievements. Hence, as members of the elite class
from the late Edo period adopted Western values to rule the
country, the peripheral nature of Japan in the global context did
not interfere with their adaptation, which was made directly and
without hesitation. At the same time, the opening up of the
country led to the strengthening of traditional Japanese culture
and values. The two created a dilemma that takes the form of
Wakon Yo

_
sai (Japanese spirit with Western learning).

The Professor ITO_ concluded that the dilemma experienced
by Japan over its peripheral nature is not unique but, under sim-
ilar conditions, is a phenomenon that occurs universally in the
process of modernization.
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赤坂憲雄氏が語る「『青潮文化論』の可能性」
民俗学者・福島県立博物館館長・東北芸術工科大学東北

文化研究センター所長の赤坂憲雄教授は、『青潮文化論』に
啓発されて、環日本海文化をみずから歩いて考察された。
青潮文化論とは市川健夫氏の説で、黒潮による文化伝播と
並んで、対馬海流やリマン海流によるもう一つの文化伝播
をいう。
列島の島々から韓国・済州島へ、海女、イカ神社、青椿、

ブナ林、蹄耕、赤米など、もの、ひと、自然が青潮によっ
て大循環している。赤坂氏によると、それらの事象は青潮
文化の基層を成す一方で、ご自身の提唱する東北学ともつ
ながっているとし、日本文化の多様性を示しているという。
さらに、それは東アジアに広がり、混合し、文化的共生体
を形成しているとされる。
赤坂氏は東北、日本、東アジアをひたすら往復し、活発

に探索成果を発表されている。1996年に出された『東北学
へ』の3部作（いずれも作品社）のほか、単著20点、共著7
点、編著も多数。
「柳田国男の思想の奇跡を辿りながら、その限界と可能性
を問いつづけてきた。柳田とその民俗学は常民・稲作・祖
先崇拝などを核とする＜一国民俗学＞に結晶した。それは
あきらかに、近代に生成を遂げた＜ひとつの日本＞を、民

俗学の名のもとに、下方から血肉化させるための知の営み
でもあった。いま、その＜ひとつの日本＞の破綻がそこか
しこに露出しつつある。そうして島国国家論・稲作中心史
観・単一民族＝国家論といった、＜ひとつの日本＞を支え
てきた枠組みそれ自体を壊し、アジアに向けて開かれた＜
いくつもの日本＞を浮き彫りにすることが求められてい
る」。
赤坂氏の研究分野は民俗学にとどまらず、歴史学と思想

学など幅広く及ぶ。『青潮文化論』の示す事例と現象を東ア
ジア文化の広がりの中で比較・検証し、東北ないし日本文
化論の新展開を開拓し続けている。
「柳田がついに語ることのなかった、もうひとつの東北像
を模索しながら、＜いくつもの日本＞への扉」が開かれる
ことを期待しつつ、「柳田以後の民俗学のあらたな可能性が
芽生えるにちがいない」。そして、みずから『青潮文化論』
の研究事例をあげて研究の方向性と手法を東アジア文化の
次元へ大きく、広く展開させる可能性を示されたように思
う。赤坂先生にあらためて感謝申しあげる。
（文中の引用は1995年、赤坂氏の山崎賞受賞記念講演より
抜粋している）

［記事執筆：王　敏（法政大学国際日本学研究所教授）］

●日　時：2008年5月14日（水）18：30～20：30
●場　所：法政大学市ケ谷キャンパス　ボアソナード・タワー　25階　B会議室

2008年度第2回東アジア文化研究会

「青潮文化論は可能か」
赤坂　憲雄

（東北芸術工科大学院長・同大学東北文化研究センター所長）

赤坂　憲雄氏

学術フロンティア・サブプロジェクト②　異文化としての日本

東アジア文化研究会報告
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East Asian Cultural Studies: 2008 Lecture Series,
Number Two 
“Is the Concept of‘Aoshio Cultural Studies’
Feasible”

May 14, 2008; Ichigaya Campus, Hosei University

Professor AKASAKA Norio, To
_
hoku University of Art &

Design

“The Potential for Aoshio Cultural Studies”
Professor AKASAKA Norio is Director of the Graduate School,

To-hoku University of Art & Design, Director of the university,s
To-hhoku Culture Research Center, and Director of the
Fukushima Museum. As a pioneer of To-hoku Studies, he has
developed the field of“Aoshio cultural studies,”which was
originally proposed by Professor ICHIKAWA Takeo. The field of
Kuroshio (‘Black Current’) cultural studies is well known. The
field of Aoshio (‘Blue Current’) cultural studies, on the other
hand, is the not-so-well studied route of cultural dissemination
along the Tsushima Current and the Liman Current, which flow
between the Eurasian continent and the Japanese islands. 

The Aoshio perspective on cultural dissemination argues that
cultural elements and vegetation, such as ama divers, ika
(squid) shrines, camellia japonica, beech trees, the hoof-cultiva-
tion method and red rice, have disseminated along the Aoshio
currents from the Japanese islands into Cheju Island (Korea) to
form a cultural region. Professor Akasaka argues that Aoshio
culture has also contributed to the development of To-hoku cul-
ture in the northeastern regions of mainland Japan. Aoshio cul-
ture is indicative of the diversity of Japanese culture, and further
it has spread into East Asia to form part of its cultural melange. 
Professor Akasaka has also followed the research of YANAGITA

Kunio (1875-1962), the pioneer of Japanese native ethnology,
and has questioned its potential and limitations. Yanagita identi-
fied jo-min (common folk), rice cultivation and ancestral worship
as forming the core of Japanese folk culture. His folklore studies
are often criticized as having formed a“one-state folklore,”an
intellectual process of creating the concept of“one Japan”
under the name of folklore. However arguments that supported
the“one Japan”theory―such as the island-country state theo-
ry, the centralism of rice cultivation culture, and the monoethnic
state―are no longer effective today, and a new vision of a
diverse Japan is needed.
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2008年6月6日（金）、18時30分から20時30分過ぎまで、法
政大学市ケ谷キャンパス58年館2階国際日本学研究所セミナ室
において、2008年度第3回東アジア文化研究会が開催された。
今回は、京都大学大学院人間・環境学研究科准教授の小倉紀蔵
氏をお招きし、「2・1・0－東アジアの文化・文明論的構造」
という演題のもとで行われた。
今回の報告では「2・1・0―東アジアの文化・文明論的構造

―」と題し、中国・朝鮮・日本の3国それぞれの権力者・思想
家による「自己規定」（自国規定）と、それぞれの国に対する
批判が実は相互依存の関係にあり、そこから誤解や偏見が増幅
していくメカニズムを提示して頂いた。表題以外にも多くの韓
国研究の現状について言及があったが、ここでは主要な論点の
みを取り上げる。

2・1・0―東アジアの文化・文明論的構造―について
東アジア3国（中国・朝鮮・日本）は、伝統的に自国の文

化・文明論的立場をそれぞれ〈2・1・0〉と規定する傾向をも
っていたと仮定する。ここで2とは「文明」（「普遍運動」）、1
とは「文化」（「固定した文明」）、0とは「非文明、非文化」（2
でも1でもないもの）の謂いで、このような本質主義的な規定
は端的に「錯視であり」、「誤謬ではある」が、このようにみな
すことで新しい3国関係が見えてくるのではないかと考える。
中国は自己を「文明」（2）の中心と認識、朝鮮は中華文明

の枠のなかにある「文化」（1）として自己を規定する。これに
対して日本は中国文明から逸脱した「非文明、非文化」（0）と
自己を規定する。
朝鮮は自己を「文化」（1）とし、中国文化の正統な継承者

として朱子学を奉じ、ついには「小中華思想」（中国以上に朱
子学を重んじた社会を形成した）を掲げ、日本を「非文明、非
文化」（0）とし、日本との比較の中で自らの正統性をさらに強
調していく。朝鮮からみれば日本は無思想であるがゆえに批判
の対象となる。
他方、日本は逆に、朝鮮が「文化」（1）に固執して朱子学

を堅持する保守的な国とみなし、日本は「非文明、非文化」（0）
だからこそアジアにありながら早期に近代化したと自負する。
したがって、日本からみると朝鮮は「文化」（1）であるがゆえ
に固定的でオリジナリティーがなく、発展しないとの批判対象
となる。それゆえ日本は「非文明、非文化」であることを、さ
らに自負することになる。
つまり、互いに自負している点が、互いに批判の対象であり、

その批判を通して、いっそう自己規定を強めるという循環的な
相互依存関係になっているのであり、しかも中国との関係で考
えれば、朝鮮はつねに中国以上に中国的であることを目指し、
日本は逆に島国であるから中国的な考え方から脱することがで
きたことを誇るということになる。
このすれ違いからくる誤解や偏見が増幅していく相互依存の

関係を、〈2・1・0〉という数字で可視化し、互いの固定的な
見方を意識化することで、誤解を克服する一助にしたい。
以上が主要な論点であった。なお、当日は論文「〈2・1・0〉

…東アジアの文化・文明論的構造」（『比較文明』22号、2006
年11月）の抜刷が配布された。興味のある方は、そちらも参

照されたい。
このほか前半には韓国研究の現状以外にも日本のアカデミズ

ムにおける無自覚な西洋の方法論の濫用について辛辣な批判が
なされるなど、刺激的な報告であった。冒頭で専門は「韓国哲
学」との自己紹介があり、「韓国哲学」という聞きなれない分
野についてのレクチャーもあったが、そこでの「韓国をフィー
ルドとしています」という言い方のなかに、従来の哲学研究者
にない「実感」を重視する意志が強く感じられた。何故その方
法論を用いるのか、何故その地域を研究するのか、本来なら当
然議論されなければならない前提がないがしろにされ、業績の
為の論文が量産されている昨今の現状に反省を迫る場面もあっ
た。
今回の報告を聞き第2回東アジア文化研究会、赤坂憲雄氏の

報告の際と同様に感じたことがある。すなわち、赤坂氏の「さ
まざまな日本」「青潮文化論」といった議論にみられる近代統
一国家、ナショナリズムに対する批判は、フィールドワークの
なかでの「実感」から出発している。青潮文化圏や多様な地域
のあり様を実地踏査した経験から「日本」は一つではないとの
問題意識をもち得たにちがいない。アンダーソンの「想像の共
同体」まずありきではないナショナリズム批判のあり方は、さ
らになお多様にあるはずだ。実感からはじまる学問こそ信用に
足るものではないのか。小倉氏の議論とその緊張感から、改め
てそう感じた。

［記事執筆：今泉　隆裕
（法政大学国際日本学研究所学術研究員、
桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部講師）］

●日　時：2008年6月6日（金）18：30～20：30
●場　所：法政大学市ケ谷キャンパス　58年館2階　国際日本学研究所セミナー室

2008年度第3回東アジア文化研究会
「2・1・0－東アジアの文化・文明論的構造」

小倉　紀蔵
（京都大学大学院人間・環境学研究科准教授）

小倉　紀蔵氏

学術フロンティア・サブプロジェクト②　異文化としての日本

東アジア文化研究会報告
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East Asian Cultural Studies: 2008 Lecture Series,
Number Three 
“2・1・0: The Structure of Culture and
Civilization in East Asia”
June 6, 2008; Ichigaya Campus, Hosei University

Associate Professor OGURA Kizo
_
, Graduate School,

University of Kyoto

Professor Ogura argued that China, Korea and Japan have
traditionally recognized their relative positions with regard to
culture and civilization as“2・1・0 relations,”in which (2)
symbolizes“civilization”(universal and uninterrupted), (1)
symbolizes“culture”(fixed civilization), and (0) symbolizes
“non-civilization and non-culture”(neither 2 nor 1). This
metaphor facilitates a deeper understanding of the relationship
between the three countries.
China has traditionally recognized itself as the center of“(2)
civilization,”while Korea has self-defined itself as a follower of

(2), i.e. a“(1) culture”within“(2) civilization,”by strongly
embracing Neo-Confucianism (Jp. Shushigaku) to become a
“petit Sino-centric”state, with its society valuing Neo-
Confucianism more highly than in China. 
On the other hand, Japan has tended to recognize itself as a

“(0) non-civilization and non-culture”and has deviated away
from Chinese civilization. Korea has viewed this as a point for
which Japan should be criticized. In contrast, Japan has viewed
Korea as a conservative country lacking in originality, persist-
ently limiting itself to“(1) culture.”Japan believes that being
free from Chinese civilization enabled it to become the first
modernized state in Asia, and this belief has made it even more
proud of its“(0) non-civilization and non-culture.”
In summary, Professor Ogura argues Korea and Japanese
share this consciousness of their positions vis-á-vis China with
regard to culture and civilization. While each has been proud of
its own position, they have been critical of each other

,
s. It is

hoped that this“2・1・0 relations”theory will help overcome
mutual misunderstanding by prompting self-awareness of these
prejudices.
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ジョーン・ピジョー教授の法政大学国際日本学研究所訪問

2008年6月23日（月），南カリフォルニア大学教授で日本
古代史研究のジョーン・ピジョー（Joan R. Piggott）教授を
法政大学国際日本学研究所にお迎えした．安孫子，クライ
ナー，王，小口といった所員が，星野常務理事（国際日本
学研究センター長）や後藤文学部長も交えて，ピジョー教
授と，アメリカにおける日本学研究・教育の現状，また今
後の相互の研究・教育協力などについて，2時間以上にわた
って，和やかかつ有意義に意見交換を行った．

［記事執筆：安孫子　信（法政大学国際日本学研究所所長）］

●日　時：2008年6月23日（月）10：00～12：00
●場　所：法政大学国際日本学研究所

天皇・天皇制アルザスシンポジウムにむけての第1回勉強会

2008年6月14日（土)，14時00分から16時30分過ぎまで，
法政大学市ケ谷キャンパス58年館2階国際日本学研究所セミ
ナー室において，「天皇・天皇制アルザスシンポジウムにむ
けての第1回勉強会」が開かれた．今回は法政大学文学部史
学科教授河内祥輔氏から，「中世における天皇について」と
いうテーマでレクチャーをしていただいた．

内輪の勉強会ということもあって10名ほどの参加者であ
ったが，日本の天皇・天皇制の根幹に触れる「正統（しょ
うとう）」の考え方を，主に中世の代表的天皇論である北畠
親房『神皇正統記』や慈円の『愚管抄』から引いて，詳し
く説明していただいた．

すなわち，父子継承，血統に固執する「正統」の理念は
明治維新で朝廷が解体されて消滅まで，日本の古代から，
中世，近世に至るまで，わが国の皇位継承を導いてきたも
のである．この考え方から，同じ天皇にも「直系」と「傍
系」の区別がなされ，またこの考え方故に，「正統」の選別

をめぐって，政治の大動揺もしばしば生じてきたのである．

そしてこの「正統」の考え方は，天皇・貴族・武士は
神々の子孫であるという神国思想と結ばれて，朝廷の由来
や支配の正当性を担保するものとして機能した一方で，こ
のように天皇は限られた血統からしか出ないということで，
それゆえに天皇の資質は保証されない，天皇は貴族の補佐
によってこそその地位を全うさせることができる，といっ
た天皇と実効権力との乖離を言う立場をも可能にしてきた
のである．

以上，今回の勉強会では，中世の天皇観の検討を通じて，
日本の天皇・天皇制のあり方の根幹を再確認することがで
きた．

［記事執筆：安孫子　信（法政大学国際日本学研究所所長）］

●日　時：2008年6月14日（土）14：00～16：30
●場　所：法政大学市ケ谷キャンパス　58年館　2階　国際日本学研究所セミナー室

「中世における天皇について」

河内　洋輔（法政大学文学部史学科教授）

学術フロンティア・サブプロジェクト①　異文化研究としての「国際日本学」の構築

後列左より安孫子所長，ヨーゼフ・クライナー教授，星野センター長，小口教授
前列左より後藤教授，ジョーン・ピジョー教授，王教授
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2008年度　国際日本学　研究者一覧

2008 年度 法政大学国際日本学研究センター 

役職名 運営委員 氏名 主な所属等 

センター長・事務室長 ○ 星野 勉 法政大学国際日本学研究センター担当常務理事，同文学部教授 

副センター長 ○ 安孫子 信 法政大学国際日本学研究所所長，同文学部教授 

兼担所員 ○ 王 敏 法政大学国際日本学研究所教授 

兼担所員 ○ 西野 春雄 野上記念法政大学能楽研究所所長，同文学部教授 

兼担所員 ○ 屋嘉 宗彦 法政大学沖縄文化研究所所長 

兼担所員 ○ 山中 玲子 野上記念法政大学能楽研究所専任所員，同教授 

兼担所員 ○ 吉成 直樹 法政大学沖縄文化研究所専任所員，同教授 

兼担所員 ○ 杉長 敬治 法政大学企画・戦略本部特任教授 

2008 年度 法政大学国際日本学研究所 

役職名 運営委員 氏名 主な所属等 

所長 ○ 安孫子 信 法政大学国際日本学研究センター副センター長，同文学部教授 

専任所員 ○ 王 敏 法政大学国際日本学研究所教授 

兼担所員 ○ 市村 弘正 法政大学法学部教授 

兼担所員 ○ 星野 勉 
法政大学国際日本学研究センター担当常務理事， 

同国際日本学研究センター長・事務室長，同文学部教授 

兼担所員 ○ 勝又 浩 法政大学文学部教授 

兼担所員 ○ 安孫子 信 法政大学国際日本学研究センター副センター長，同文学部教授 

兼担所員 ○ 澤登 寛聡 法政大学文学部教授 

兼担所員 ○ ス テ ィ ー ヴ ン ・ G ・ ネ ル ソ ン 法政大学文学部教授 

兼担所員 ○ 小口 雅史 法政大学文学部教授 

兼担所員 ○ 間宮 厚司 法政大学文学部教授 

兼担所員 ○ 相良 匡俊 法政大学社会学部教授 

兼担所員 ○ 田中 優子 法政大学社会学部教授 

兼担所員 ○ 田嶋 淳子 法政大学社会学部教授 

兼担所員 ○ 曽 士才 法政大学国際文化学部教授 

兼担所員 ○ 川村 湊 法政大学国際文化学部教授 

兼担所員 ○ 高 俊男 法政大学国際文化学部教授 

兼担所員 ○ 竹内 晶子 法政大学国際文化学部准教授 

兼担所員 ○ 小林 ふみ子 法政大学キャリアデザイン学部准教授 

兼担所員 ○ 横山 泰子 法政大学工学部教授 

兼担所員 ○ ヨーゼフ・クライナー 法政大学企画・戦略本部特任教授 

客員所員 ジ ョ セ フ ・ A ・ キ ブ ル ツ フランス国立科学研究センター教授 

客員所員 ローザ・カーロリ ヴェネツィア大学東アジア研究所副教授 

客員所員 桑山 敬己 北海道大学大学院文学研究科教授 

客員所員 島田 信吾 デュッセルドルフ大学東アジア研究所教授 

客員所員 高 増杰 法政大学国際日本学インスティテュート専担教授 

客員所員 崔 世廣 中国社会科学院日本研究所教授 

客員所員 福 寛美 法政大学沖縄文化研究所国内研究員 
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第1章　『菊と刀』にみる「日本文化」
ルース・ベネディクトの視点…………………………………………………………………………………………星野　勉

第2章　150年前に日本に来たフランス人 …………………………………………………………………………………相良　匡俊
第3章　モーツァルトと日本

「魔笛」における「日本の狩衣」………………………………………………………………………ヨーゼフ・クライナー
第4章　日本の妖怪とアジアの妖怪……………………………………………………………………………………………横山　泰子
第5章　東アジア文化の交差点としての日本文化………………………………………………………………………………川村　湊
第6章　現代中国における一つの日本観…………………………………………………………………………………………王　　敏
第7章　欧米人の能楽発見………………………………………………………………………………………………………西野　春雄
第8章　二人のノーベル賞作家

川端康成と大江健三郎…………………………………………………………………………………………………勝又　浩

はじめに………………………………………………………………………………………………………………………………星野　勉
日本学とは何か……………………………………………………………………………………………………ジョセフ・キブルツ

Ⅰ　日本研究、「内」と「外」からのまなざし
知識の生産、内発的vs外発的 …………………………………………………………………ハルミ・ベフ（翻訳：木島　泰三）
境界を越えて ――文化人類学的日本研究の場合―― ……………………………………………桑山　敬己（翻訳：千田　啓之）
人類学者たちとその地域―ヨーロッパ／日本的アプローチに関する諸考察― …ジョイ・ヘンドリー（翻訳：木島　泰三）
「古き佳きヨーロッパ」像の呪縛 …………………………………………………シュテフィ・リヒター（翻訳：鈴村　裕輔）
―日本学・地域研究の知的生産とその脱オリエンタリズム化の困難―

文化比較と翻訳―文化社会学的考察― …………………………………………………………島田　信吾（翻訳：大橋　基）
友日からの日本研究へ…………………………………………………………………………………………………………崔　吉城
中国文化の領分と日本文化の領分―ヨーロッパの観点から― ……………ウィリー・ヴァンドゥワラ（翻訳：松井　久）

Ⅱ　日本文化、「内」と「外」からのまなざし
ヨーロッパと日本に於ける空間と時間の知覚―文化相対主義の弁護― …………ジョセフ・キブルツ（翻訳：鈴村裕輔）
日本思想史のあり方を考える ―丸山眞男論を通じて― ……………………………………………………アニック・ホリウチ
ヨーロッパの博物館・美術館保管の日本コレクションと日本研究の展開………………………………ヨーゼフ・クライナー
真の異文化理解は可能か―教室のイメージを例として― ……………………………………………………………相良　匡俊
伸びゆく日本の文化力―フランスにおけるマンガの場合― ……………………ジャン＝マリ・ブイス（翻訳：山梨　牧子）

Ⅲ　日本文化をひらく
国民国家をめぐる民族学と民俗学―柳田国男からの展開― …………………………………………………………樺山　紘一
言葉から見える江戸時代の多様な人々……………………………………………………………………………………田中　優子
一揆・祭礼の集合心性と秩序―百姓一揆絵巻『ゆめのうきはし』を素材にして―― …………………………………澤登　寛聡
伝統と同時代性―能楽研究の国際化は可能か― ………………………………………………………………………山中　玲子
和辻哲郎の哲学のポテンシャル………………………………………………………………………………………………星野　勉
趣味の国民性をどう扱うか―九鬼周造の日本、ベルクソンのフランス――……………………………………………安孫子　信
おわりに「国際日本学」とは何か―「翻訳」から見えてくるものを手がかりに―― ……………………………………星野　勉

総論　比較を伴った文化交流 ―戦前の「日本教習」と日本留学を中心に― ………………………………………………………王　敏
Ⅰ　日中比較文化篇
一九六〇年代の日中文化交流をめぐる一考察 ―『天平の甍』の翻訳事情を中心に― ………………………………孫　軍悦
日中広告文化の違い ―最近の広告摩擦を機に考える―………………………………………………………………福田　敏彦
日中齟齬の文化学的研究 ―時間と空間の認知傾向を中心にして― ……………………………………………………李　国棟
日中両国近代実業家の儒学観 ―渋沢栄一と張謇の例を中心に―…………………………………………………………于　臣
日本人の伝統倫理観と武士道………………………………………………………………………………………………谷中　信一
文化象徴による接近 ―四君子の蘭と十二支の亥― ……………………………………………………………………濱田　陽
日本文化をどう理解すべきか ―異文化の視点によるアプローチ―……………………………………………………楊　暁文

Ⅱ　日中比較コミュニケーション篇
戦後六〇年の日本人の中国観…………………………………………………………………………………………………厳　紹
日中の異文化コミュニケーションと
相互理解における阻隔 ……………………………………………………………………劉　金才・尚　彬（翻訳：坂部　晶子）
日中相互認識とナショナリズム………………………………………………………………………………………………王　新生
東アジアにおける対話の土台づくり…………………………………………………………………………………………羅　紅光
日中のコミュニケーション方略に関する一考察…………………………………………………………………………高橋　優子
―謝罪の発話行為における「談話の収束方法」と「話者交替数」に着目して―
戦前日中政治衝突と文化摩擦の一幕 ―日中戦争開始当夜の日中記者大論戦考察― ……………………………………徐　氷
グローバル化社会における日本語教育の目標及びそのモデルの立体的構築……………………………………………王　秀文

おわりに　日中比較文化研究に関する幾つかの視点………………………………………………………………………………王　敏
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